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中学校 理科 部会

部会長 鷹峰中学校 校長 坂本 和紀

実践者 赤池中学校 助教諭 白石 智

１ 研究主題

「科学的な思考力・表現力を育む理科指導の工夫」

～言語活動を充実させた実験・観察を通して～

２ 主題設定の理由

（１）今日的課題から

科学的リテラシーが中心分野となったＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のＰＩＳＡ調査（２

０１５）から、我が国の児童生徒の「読解力向上に向けた対応策」に基づく学習の基盤と

なる言語能力の育成への課題を以下のように示している。

① 「自分の考えを説明すること」など、知識・技能を活用する問題への課題

② 課題文に対して構成や内容を理解しながら解答する問題への課題

③ グラフや表から情報を取り出して整理し、それぞれの関係を考察しながら解答する問

題への課題

これらの課題は、理科でいう「科学的な思考力・表現力」の領域であり、課題解決する

ために、言語活動を充実させた実験・観察を通して、思考力・表現力を育てていく必要が

ある。

教育基本法では、「基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力を育み、主体的に学習に取

り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。（学校教育法第 30 条第２項）」

と示されており、学習意欲を重視し、学校教育においてはこれらを調和的に育むことが必

要とされている。

学習指導要領理科解説の目標には、「問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるとと

もに、自然の事物・現象（以下、事象という）についての実感を伴った理解を図り、科学

的な見方や考え方を養う」とある。内容の取り扱いについては、「個々の児童が主体的に問

題解決的な学習を進めるとともに、学習の成果と日常生活との関連を図り自然の事象につ

いて実感を伴って理解できるようにすること」と提示されており、生徒一人一人が目的意

識をもち実験・観察に取り組めるように、教師が支援していかなければならない。

本年度は、「科学的な思考力・表現力を育む理科指導の工夫」をテーマとして設定し、科

学的な思考を育てる学習指導の工夫とその評価について研究を進めてきた。既習知識や生

活体験から習得した知識・技能の活用を図る学習課題に取組む中で、生徒の思考を可視化

させ、科学的な思考力・表現力を見取り、これらの資質・能力の育成につなげていこうと

いうものである。具体的には、ワークシート等の記述について、結論にたどり着くまでの

プロセスを大切にするという指導の工夫に取り組んだ。
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（２）学校教育目標から

公共心をもち、互いに協力しながら、目標に向かって継続的に努力できる生徒の育成

「公共心をもち、互いに協力しながら」から、社会の変化に対応していく力、それこそ

がよりよく生きる力につながると考えられる。理科指導を通して、実験・観察では自然の

事象（変わったことや不思議なこと、自然のうつくしさなど）を共に体験したり、疑問に

感じたことを仲間と解決する経験の中で育むことができると考えている。

「目標に向かって継続的に努力できる生徒の育成」から、生徒一人一人が目的意識を持

って取り組むために受動的な授業ではなく、能動的な授業にするための指導の工夫が必要

である。

生徒が観察、実験に目的意識をもって取り組む理科授業において、生徒に自然の事物・

現象を提示したり、結果を予想させたりする場合に、小学校との接続をどのように意図し

て行うべきか探る。その後、実験前の学習活動を具体化するとともに、授業実践を行って

その効果を検証することで、生徒が観察、実験に目的意識をもって取り組む理科の授業に

迫ることができると考えた。

（３）生徒の実態から

本校の生徒は、全体的に真面目に取り組めており、理科の実験・観察への興味・関心が

高く、実験に協力的な生徒は多いが、実験の中心となる人物は決まっていて、特に発表に

おいては、挙手などをして積極的に発言する生徒は決まりつつある。また、実験・観察で

の学習を、読解力を必要とする問題への解決能力の育成へと接続するまでには至っていな

い。生徒の実態を分析するために１学期に理科に関するアンケートを行った。下の表はア

ンケート結果をまとめたものである。

① 小学校の理科の授業は好きでしたか。

好きだった ３０％ どちらかと言えば好きだった ３７％

どちらかと言えば嫌いだった ８％ 嫌いだった ２５％

② 現在、理科の授業は好きですか。

好きだ １２％ どちらかと言えば好きだ ３８％

どちらかと言えば嫌いだ ２８％ 嫌いだ ２２％

③ 理科の実験は好きですか。

好きだ ４３％ どちらかと言えば好きだ ３７％

どちらかと言えば嫌いだ １１％ 嫌いだ ９％

【２年生 理科アンケート結果】

アンケートの③から、授業の中で生徒が楽しいと実感できるのは、実験や観察をすると

きが多いことが分かる。またその理由として、「説明を聞くだけの授業より実際にやってみ

た方が分かりやすいから。」と答えており、活動を通して楽しく学習することが、生徒の探

究心を高めることにつながると考えられる。

アンケート①、②の小学校のときと現在の理科が好きかという質問に対し、小学校から

中学校に上がる段階で、評価が下がっている生徒が見られた。その理由として、「中学校に

なって学習内容が難しくなったから。」と答えており、授業の中で「わかる・できる」と実

感できる授業展開を組み立てる必要がある。



- 148 -

３ 主題の意味

（１）「科学的な思考力・表現力を育む理科指導」について

平成２０年１月に出された中央教育審議会答申の、理科における改善の基本方針の中に、

次のように記されている。

科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から、学年や発達の段階、指導内容に応じて、

例えば、観察・実験の結果を整理し考察する学習活動、科学的な概念を使用して考えたり

説明したりする学習活動、探究的な学習活動を充実する方向で改善する。

これは、児童生徒の探究的な学習活動を基盤とした上で実験、観察の結果を整理し、考

察する学習活動や、科学的な概念を使用して考え説明する学習活動の重要性を述べたもの

である。また、ＰＩＳＡ調査（２００６）では、疑問を科学的な問題としてとらえる力、

実験企画能力、実証的なデータをもとに結論を説明できる力の育成が課題となっている。

今後、身近な自然とのつながりの中から課題をつかみ、解決の見通しを持ち、結果をまと

め、考察し説明する学習活動を通して、科学的な思考力や表現力を育成することが必要と

なる。

そこで本研究において、「科学的な思考力・表現力」を次のようにとらえることにする。

「科学的な思考力」とは、実験、観察の結果を、自分の考えに 基づいて解釈したりする力

や観察、実験データに基づいて考察したりする力である。また「科学的な表現力」とは、

科学的な言葉や概念を活用して、調べた結果や考察を文章や図式を用いて分かりやすくま

とめたり、発表したりする力であると定義する。

（２）「言語活動を充実させた実験・観察」について

中央教育審議会答申では、理科における言語活動について次のように例示している。

観察・実験において、「視点を明確にして、観察した事象の差異点や共通点をとらえて

記録・報告する。」「仮説を立てて観察、実験を行い、その結果を評価し、まとめて表現

する。」

本研究では、観察、実験などの問題解決活動を中心とした学習展開の中で、言語活動を

充実させるための活動等を「予想や解決の見通しを持つ活動」、「結果をワークシート等に

まとめる活動」、「結果から課題を考察する活動」とし、その中でグループでの学び合いを

行うことを言語活動とする。

４ 研究目標

中学校理科の「実験・観察」において、言語活動を充実させた学習指導をすれば、科学

的な思考力・表現力が身につき、科学的理論に基づいて自分の考えを説明できるようにな

ることを、実践を通して明らかにする。

５ 研究仮説

「観察、実験」において、それぞれの活動の中で「考えを持つ」「記録する」「発表す

る」活動を言語活動ととらえ、以下の３つの学習指導を工夫することで、科学的な思考力・

表現力を育むことができるであろう。
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① 意欲的に課題にかかわり、見通す段階で自分の考えを持たせる指導の工夫

② 観察、実験の結果を分かりやすく発表・記録・ 説明する指導の工夫

③ 結果からキーワードを使って考察する力を高める指導の工夫

６ 研究の計画

（１）単元名 「電硫と回路」

（２） 単元の目標及び指導計画

単元 電硫と回路 総時数 １６時間 時期 １０・１１月

単元の目標

①電流のはたらきに関する事物・現象に関心を持ち、意欲的にそれ

らを調べようとするとともに日常生活における電気の利用について

考えようとする。【関心・意欲・態度】

②直列回路・並列回路における電流、電圧の関係式などを用いて、

回路の各箇所の電流・電圧・抵抗を求めることができる。実験結果

を表やグラフに表し、規則性を見出すことができる。

【科学的な思考・表現】

③回路を組み立てることができ、電流計・電圧計など測定器具を正

しく操作し、数値を読み取ることができる。【技能】

④電流・電圧・抵抗、電力、熱量、電力量などの科学的な用語の使

い分けができる。【知識・理解】

次 時 具体的な目標 学習活動・内容 評価

１ ２ ○回路を構成するものと流れ

る電流の向き、回路には直列つ

なぎと並列つなぎがあること

を知る。

○直列回路・並列回路を組

み立ててみて豆電球の光り

方の違いを確認する。

〇豆電球、導線、乾電池、ス

イッチなどで回路を作り、

回路図に表す。

〇操作を見ながら回路を正

確に組み立てることができ

る。（①、③）

○電気用図記号を理解し、

配置などに注意し回路図を

かくことができる。（④）

２ ○直列回路・並列回路に流れる

電流の大きさが変わらないこ

とを理解する。

〇直列回路・並列回路に流

れる電流の測定をし、違い

を考える。

○電流計を適切に操作して

測定できる。（③）

○電流の規則性を見いだ

し、水流モデルなどと関連

付け、自らの考えを導いた

りまとめたりして表現でき

る。（②）
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２ ３ 〇直列回路・並列回路の電圧を

測定する実験を通して、電圧が

電流を流そうとするはたらき

であることを理解する。

〇直列回路と並列回路にか

かる電圧を測定し、それぞ

れの結果を見比べること

で、２つの回路にかかる電

圧の違いを見つけだす。

〇操作を見ながら回路を正

確に組み立て、電圧計を正

しく操作することができ

る。（①、③）

〇直列回路・並列回路にか

かる電圧の違いが理解でき

る。（④）

３ 本

時

2

/

2

〇実験結果をグラフで表し、比

例関係にあることを見いだす。

電流・電圧・抵抗のどれか２つ

が分かれば、１つが計算によっ

て求めることを理解する。

〇２種類の電熱線のグラフの

傾きから電流には流れにくい

ものがあることに気がつき、抵

抗について理解する。

〇２種類の電熱線を使った

回路の電流と電圧を測定し

電熱線にかかる電圧を変

え、回路に流れる電流の変

化を調べる。

〇結果をグラフで表し、２

つのグラフで共通している

ことや、違いを考察する。

〇電流と電圧が比例の関係

にあることを「オームの法

則」であることを知る。

〇操作を見ながら正確に回

路を組み立てることがで

き、測定器具の数値を読み

取ることができる。（①、③）

〇電流・電圧の測定結果を

グラフで表し、２つの直線

の共通しているところ、違

いを考察できる。（②）

〇オームの法則を用いて、

電流・電圧・抵抗を計算して

求めることができる。（②）

２ ○２つの抵抗のつなぎ方によ

って、抵抗の大きさが変わるこ

とを理解させ、並列つなぎと直

列つなぎの全体の抵抗を求め

る方法を身に付けさせる。

○抵抗を直列回路・並列回

路につなぎ、つなぎ方の違

いで抵抗の大きさが違うこ

とを確認し、抵抗の合成に

ついての関係式を用いて計

算する。

○直列回路・並列回路にお

ける抵抗の合成を関係式を

用いて計算することができ

る。（②）

４ ５ 〇１秒あたりに消費する電気

エネルギーが電力であること

を理解し、電気エネルギーの総

量が電力量であることを理解

する。

〇電流によって生じる現象

を観察し、電力について説

明を聞く。

〇電力と発熱量の関係を調

べ、関係式を用いて計算す

る。

〇電力、熱量、電力量などの

科学的用語の使い分けがで

きる。（④）

〇電力、熱量、電力量を関係

式を用いて、計算できる。

（②）

７ 指導の展開

（１）本時

平成２８年１０月２６日 水曜日 第６校時 第１理科室に於いて

（２）主眼

電熱線にかかる電圧を変えて電流の変化の様子を調べることで、電圧と電流の関係が比

例関係であることに気づき、電流・電圧・抵抗のうち２つが分かれば、残りの１つが計算

によって求めることができることを見いださせる。
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（３）本時の指導観

本単元は、電流と回路について、実験を通して、電流と電圧との関係及び電流の働きに

ついて理解させることができる学習内容である。そして、回路の作成や実験器具の操作技

能を習得させながら実験を行い、その結果を分析して解釈させることにより、回路の電流

や電圧、抵抗についての規則性を見いださせることが大切である。

実験結果が数値化、グラフ化することができるので理論的に思考する力をつけたい。そ

のときの手立てとして、言語活動の中で、自分の間違いや、新しい考え方に気づく体験を

通して科学的な思考力・表現力を育てたい。

（４）展開

学習内容活動 指導上の留意点

◇評価規準（方法）

配

時

導

入

１．線の太い電熱線と線の細い電熱線

ではどちらの方が電流を多く流す

か予想する。

【一斉】

○ワークシートを配布する。

○隣の人と意見交換する。

○どちらが多く流れるかを、理由を

含めて発表させる。

５

分

めあて 電流と電圧の関係を探ろう。
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展

開

２．実験に使う電源装置の使い方の説

明を聞く。

【一斉】

３．抵抗の低い電熱線と抵抗の高い電

熱線を使用する実験で電源装置の

電圧を０～５Ｖの間で変化させて

測定し、電流と電圧の結果を表にま

とめる。

【班】

４．結果をグラフ化させ、グラフから

考察をワークシートにまとめる。

【個人】

５．電圧が 15Ｖのときの電流の値の

求め方についてグループで話し合

いを行う。

【班】

６．電圧が 15Ｖのときの電流の値の

求め方を発表する。

【一斉】

○電源装置で感電や火傷につながら

ないように安全面の指導をする。

○測定を終えた後は、電源装置のスイ

ッチを切るように指導する。

○電熱線が熱くなるので注意するよ

う指導する。

○実際に組み立て方を生徒に見せな

がら実験を進めていく。

○班で意見交流し、結果をまとめて行

くよう指示する。

○グラフにプロットさせて線でつな

がせる際、原点を通る直線になるよう

留意させる。

○机間巡視し、グラフが描けない生徒

の支援をする。

○机間巡視して、話し合いの支援をす

る。

○分かっている生徒が、班の中の分か

らない生徒に教えるよう指示する。

○発表を聞くときは、発表者の方へ体

を向けるよう促す。

５

分

10

分

10

分

５

分

５

分
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ま

と

め

７．本時のまとめをする。

【一斉】

○２つのグラフの傾きを比較し電熱

線を使った方が電流の大きさが小さ

くなることを確認する。

○電圧が 15Ｖの値が求められること

から、電圧が 20Ｖや 25Ｖになったき

も計算によって求められることを説

明する。

10

分

８成果と今後の課題

（１）成果

本研究を通して、実験で重視している学習活動と、学習活動ごとに感じている指導の難

しさの実態を把握することができ、本研究の目指す「科学的な思考力・表現力を育む理科

指導」の意義と、事象提示の大切さを実感できた。また、授業実践を通して、事象提示と

ワークシートの在り方を探ることができた。

授業実践における発言や会話の内容や意欲的にワークシートに取り組む姿から生徒に

目的意識を持たせることが、学習活動を、生徒主体で行わせることにつながることが分か

った。

（２）今後の課題

レポート作成の力を高めるためには、科学的な思考力、表現力を高める取り組みだけで

なく、観察、実験の方法を図で表現したり、結果を表やグラフにまとめたりする「観察、

実験の技能」における表現力を高める必要がある。また、レポート作成や話合いなど、言

語活動を充実させるためには、十分な時間の確保が必要であり、指導計画を更に検討する

必要がある。
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まとめ 電流と電圧は計算によって求められる。

◇電流と電圧が比例関係であること

に気づき、計算によって求めることを

見いだせている。

（ワークシートへの記述、発言内容）

【科学的な思考・表現】


